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論 文 の 内 容 の 要 旨

竹材は木材に代わりうる非木質系のリグノセルロース資源として有望視されており､

繊維板､合板､パーティクルボード､木片セメント板､OSBなど､さまざまな木質ボ

ードの原料としての可能性が検討されている｡中でも､縦方向の優れた機械的特性をス

トランドとして発揮させることにより､竹材を原料とした構造用パネルの製造が可能と

なる｡これまでの研究により､工業生産規模でマット成型パネルの製造可能性が示唆さ

れてはいるが､パネル特性に重要な影響を与える因子である自由落下距離､プレート間

隔､パネルの内部構造に関する報告はほとんどないのが実状である｡このような背景か

ら､竹ストランドボード特性に及ぼす製造因子の影響を検討することを本研究の目的と

して設定した｡無配向の竹ストランドボードおよびストランドを配向させた竹OSBの

物理的機械的性質を評価検討した｡シミュレーションモデルにより､パネルの曲げ特性

の予測方法を検討した｡

ボード密度を上げることにより竹ストランドボードの曲げ特性が向上することが示

された｡曲げ性能は､ボードの圧密度が約1.0となる密度0.57g/cm3で折れ曲がる二直

線で表すことができた｡はく離強さもボード密度の増加により向上したが､mは従来

のOSBと比較すると低く､改良が必要であることが示された｡また､3層直交配向ボ

ードでは､平行方向のMORはランダムボードのそれと比較して顕著な増加を示した｡
接着剤添加率は､はく離強さに大きく影響した｡単位含水率あたりのLE値(LE/MC)

は､ランダムおよび3層直交ボードでは0.017～0.022%/%の範囲にあり､これらは木材

ストランドを用いた市販OSBより低いあるいは同等であった｡

ー13-



竹ストランドボードの曲げ特性は､ストランド長および層構造の影響を強く受けた｡

一軸配向ボード､ランダムボードの弾性定数を用いて3層ボードの弾性定数を計算する

ことが可能となった｡MDI接着を用いたストランドボードのTSは､水中浸漬や80℃以

下での繰り返し促進劣化処理で比較すると､PF樹脂ボードよりも低いTS値を示した｡

ランダムボードのLE/MCは3層直交配向ボードとほぼ同等の値を示した｡ストランド

配向の分布はvonMises分布関数によって記述することができた｡ストランド長(SL)の

影響は自由落下距離(FFD)およびプレート間隔(PS)より重要であることが示された｡指

標値kを幕関数により評価し､実験式を得た｡これにより､ストランド配向角の分布と

パネル曲げ強さの関係をシミュレーションすることに用いることが可能となった｡

総じて､竹ストランドボードの機械的特性はJIS標準の要求性能を満たすことが示さ

れた｡MDI樹脂を使用することで､ボードの強度を改善することが可能であり､竹材

がOSBまたは無配向のストランドボード製造において原料として使用可能であるとの

結論を得た｡ストランドの配向とボードの内部構造を調整することにより､さらに高性

能の竹OSBが製造可能である｡

審 査 結 果 の 要 旨

竹材は木材に代わりうる非木質系のリグノセルロース資源として有望視されてお

り､繊維板､合板､パーティクルボード､木片セメント板､OSBなど､さまざまな

木質ボードの原料としての可能性が検討されている-｡中でも､縦方向の優れた機械的

特性をストランドとして発揮させることにより､竹材を原料とした構造用パネルの製

造が可能となる｡これまでの研究により､工業生産規模でマット成型パネルの製造可

能性が示唆されてはいるが､パネル特性に重要な影響を与える因子である自由落下距

離､プレート間隔､パネルの内部構造に関する報告はほとんどないのが実状である｡

このような背景から､竹ストランドボード特性に及ぼす製造因子の影響を検討する

ことを本研究の目的として設定した｡無配向の竹ストランドボードおよびストランド

を配向させた竹OSBの物理的機械的性質を評価検討した｡シミュレーションモデル

により､パネルの曲げ特性の予測方法を検討した｡

その結果,以下に示す内容に取りまとめた｡

1.ボード密度を上げることにより竹ストランドボードの曲げ特性が向上するこ

とが示された｡曲げ性能は､ボードの圧密度が約1.0となる密度0.57g/cm3で折れ曲

がる二直線で表すことができた｡はく離強さもボード密度の増加により向上したが､

Dは従来のOSBと比較すると低く､改良が必要であることが示された｡また､3層

直交配向ボードにおいて､平行方向のMORはランダムボードのそれと比較して顕著

な増加を示した｡

2.接着剤添加率は､はく離強さに大きく影響するが曲げ特性では顕著な変化は

認められなかった｡単位含水率あたりのLE値(LE/MC)は､ランダムおよび3層直

交ボードでは0.017～0.022%/%の範囲にあり､これらは木材ストランドを用いた市販

OSBより低いあるいは同等であった｡

3.竹ストランドボードの曲げ特性は､ストランド長および層構造に強く影響を

受けることが明らかとなった｡一軸配向ボードおよびランダムボードの弾性定数を用

いて3層ボードの弾性定数を計算することが可能となった｡
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4. MDI接着を用いたストランドボードのTSは､水中浸漬や80℃以下での繰

り返し促進劣化処理で比較すると､PF樹脂ボードよりも低いTS値を示した｡ランダ

ムボードのLE/MCは3層直交配向ボードとほぼ同等の値を示した｡

5. ストランド配向の分布はvonMises分布関数によって記述することができ

た｡ストランド長(SL)の影響は自由落下距離げFD)およびプレート間隔(PS)より重要

であることが示された｡指標値kを等閑数により評価し､実験式を得た｡これにより､

ストランド配向角の分布とパネル曲げ強さの関係をシミュレーションすることに用

いることが可能となった｡

6. 総じて､竹ストランドボードの機械的特性はJIS標準の要求性能を満たすこ

とが示された｡MDI樹脂を使用することで､ボードの強度を改善することが可能で

あり､竹材がOSBまたは無配向のストランドボード製造において原料として使用可

能であるとの結論を得た｡ストランドの配向とボードの内部構造を調整することによ

り､さらに高性能の竹OSBが製造可能である｡

以上について,審査委員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合農学研究科の学位

論文として十分価値あるものと認めた｡

[学位論文の基礎となる学術論文】
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